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毎年、CQWW ssb は都合が悪く参加できませんでした。2010CQWW以来、5年ぶりの参加です。
"N1MM"コンテストログが"N1MM+"に改訂され高機能がスムーズに使えるようになったようなので、これを使っ
て参加しました。
シングルオペレータ部門では、SO1V(Single Operator 1 VFO), SO2V(Single Operator 1 VFO), SO2R(Single 
Operator 2 Radio)が設定できます。最も簡単なSO1Vで設定を行いました。
Rig.(IC-7600) とのインターフェースはCI-Vですが、Rig.とはUSBで接続で情報のやり取りができます。LOGの
BandMapにRigの周波数を示したり、S&Pで自分が交信した局や、Clusterからのspotを表示できます。
今回はCQマシンの機能もN1MM+ のものを使うことにしました。

昨年から最近までの太陽黒点数の推移。太陽の自転周期（2 7 日）に合わせてレイアウトした図表。
2 0 1 5 A l l  A s i a  S S B  < 9 / 5  -  9 / 6 > （青マーカーで表示）ではS S N は 2 4 ,  3 8  と低くコンディションはすぐれませんでした。
今回は直前が9 4 , 9 1 で1 0 0 を超えるかの期待を持たせましたが、結果は7 4 , 6 3  （赤マーカー）でした。

E n t r y 画面の下に並んでいる機能がF u n c t i o n  k e y  の操作で行えます。準備はこれらのk e y で送出する音声f i l e の作成が
必要です。F 1 ( C Q ) は" J u l i e t  A l p h a  T h r e e  A l p h a  O s c a r  P a p a ,  J A 3 A O P ,  c o n t e s t " を、F 2 ( E x c h ) は" f i v e  n i n e  t w o  f i v e " を録
音しました。問題はF 5 ( H i s  C a l l ) です。F 5 はL O G エントリー欄に打ち込んだ相手局のコールサインを読み上げてくれるの
で、コールサインのミスコピーの防止に一役買ってくれるのでぜひ取り入れたいと、予ねて思っていました。



そのためには、アルファベット( A  - Z ) と数字( 0  -  9 ) , 合計3 6 個の音声ファイルを作る必要があります。オーディオ編集用の
ソフトを使って、前後の無音部を切り詰めたり、音量をそろえたりして音声ファイルを作りました。P C のサウンドボードを
使ってR i g へ音声を供給します。不意にP C のサウンドアラームが混入しないようにO F F にしておく必要があります。
R i g への音声供給はR T T Y などのサウンドカード・インターフェースを用います。　P T T 信号はR S 2 3 2 C のポートから出力し
ました。

N 1 M M +  のe n t r y  欄　キーボードの（F n ）キーを使ってC W モードと同じようにP h o n e でもメッセージの送出機能があ
る。特に（F 5 ）H i s  c a l l はコールサイン欄に入力してある文字を読み上げてくれるので、コールサインのタイプミスの
チェックに効果がある。

これまでは、S i n g l e  O p .  a s s i s i t e d  部門でもW e b  c l u s t e r  の画面を見る程度でし
たが、今回は t e l n e t  c l u s t e r  に接続して、s p o t  情報をb a n d  m a p  に取り込み、そ
のスポットをクリックすることでR i g のダイアル操作なしに瞬時にその周波数に飛
んでいけるように家のＰＣで設定の予行演習をしました。
コンテスト前日、淡路シャックに入り、準備してきた音声ファイルをセットしたり、
インターフェースの接続をしました。N 1 M M +  のバージョンアップ、c h e c k  f i l e  な
どの更新を行いました。最後に、T e l n e t  c l u s t e r のノード局に接続しましたが、
データがうまく入ってきません。何回か試してみるが駄目。
明日もうまくいかなければ、S i n g l e  o p  n o n a s s i s t e d  で参加しよう、眠くなったので
就寝。

コンテスト当日、試しにS U B 機のP C でT e l n e t  接続するとc l u s t e r のデータが受信
できる！
慌てて、P C の取り換え作業を開始・・・、島本さんの ロールコールのC Q が聞こ
える、とにかくロールコールに参加。
ロールコールが終わって、朝食も途中だがC Q W W へ。9 時台( j s t ) 1 0 時台は2 1 M
H z でN A が1 0 0 Q S O / h r で快調。
しかし、普段はポツリポツリと入ってくるs p o t 情報ですが、さすがC Q W W 、t e l n e t  
c l u s t e r  から猛烈な勢いでデータが入ってくる。t e l n e t  c l u s t e r  のs p o t  表示画面
は絶えず流れるように表示が更新されてゆく。
このためか、P C のC Q アナウンスが時々躓く。使っているパソコンがX P 時代のビ
ジネスパソコンにW i n 7 を再インストールしたものを買ってきて、最近W i n 1 0 にグ
レードアップしたものでP C の処理能力が低いのか？

ＣＱアナウンスが躓くのはチョットいただけない。仕方なく、P C からの音声はあき
らめて、アドニスのC Q マシンに切り替えて運用。

B a n d m a p の例、R u n  モードで運用中の自局のＣＱ周波数、C l u s t e r から取り込ん
だニューマルチ局、Q S O すべき局などが色分けして表示される。

この状態で、3 W 3 M D をクリックすると、次の図のようにR u n モードからS & P に自動
的に切り替わり、T R X の周波数は自局のＣＱ周波数の2 1 , 2 6 0 k H z から3 W 3 M D
の運用周波数にジャンプする。
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左図はB a n d m a p の3 W 3 M D をクリックした後の状態をしまします。
リグの受信周波数は黒三角形で示され、3 W 3 M D の運用周波数
2 1 , 2 7 0 k H z になっています。そして、下のコールサインのエント
リー欄の上に3 W 3 M D が表示されます。受信状況を確認して交
信を行うのであればエントリー欄の上のコールサインをクリックす
ればエントリー欄に3 W 3 M D が入力されます。
この図の場合は、3 W 3 M D のs p o t 情報がs p l i t 運用の情報である
ので送信周波数は赤三角印で示される2 1 , 2 7 5 k H z にセットされ
ています。三角印の先には占有周波数帯が目盛に沿って示さ
れています。交信が終わって、元のC Q 周波数に帰るには、B a n d
m a p のC Q - F r e q u e n c y をクリックすれば自動的にリグもC Q 周波数
にセットされ、L O G もR u n モードとなります。
また、S & P モードで運用した相手局のコールサインもB a n d m a p 上
に自動的にs p o t でき、グレイで表示されるので、S & P でバンドを
サーチする際にその周波数を飛ばしていけるので非常に楽で
す。

1 1 時台はブランチで小休止。昼間は1 4 , 2 1 , 2 8 でA S , O C を中心に。
1 6 時台は2 8 M H z でE U が好調。1 9 時以後は7 , 1 4 を探るがあまり
ぱっとしない。2 1 時台は休憩・食事のO f f  t i m e 。
引き続き1 4 , 7 M H z を攻めるが1 4 M H z のコンディションが良くない。
日曜日午前３時、初日のE U はここまでとして、仮眠に入る。

４時間弱の休憩後、まだ聞こえている7 M H z のE U 方面と若干の交
信。初日最後の1 時間はA N T をN A , S A , O C にセット、2 8 と2 1 M H z で
午前８時台を中心にランニング出来ました。
夕方からのE U 方面に備えて1 1 時過ぎから２時間の休憩。１５時台
１６時台は2 8 M H z を中心に、それ以後は2 1 M H ｚでE U 方面を、間
にA F を挟んでまずまずのペースでQ S O 出来ました。
2 1 時台は約1 時間の休憩、2 2 時台以後は昨夜不調であった1 4 M H
z の挽回に努めました。月曜午前2 時半から7 時前まで4 時間半の
仮眠・休憩。

月曜7 時台は2 1 M H z でカリブ方面、南米方面をS & P でマルチ稼ぎ
に集中。今回は、S & P でもダイヤル回す必要なしバンドマップに出
ているコールサインをクリックすればL O G のエントリー欄にもコール
サインを取り込める。これは快適だ。W の壁も何のその、今日は1
回か2 回のコールで拾ってもらえる。L O G 画面にニューマルチのし
るしが増えてゆく。先ほどまでの眠気も吹っ飛んでゆく。しかし、気
を付けないといけない。クラスターにあがったD X 局のコールサイン
が必ずしも正しいとは限らない。慎重に確認が必要だ。特に、２と
３、２と４の間違いが結構あるようだ。

あと1 時間、8 時台は2 1 M H z でランニング、最後の1 5 分は2 8 M H z を
もう1 度おさらいをして、4 8 時間のC Q W W  S S B  c o n t e s t  は終了しま
した。
前回参加した、2 0 1 0 C Q W W s s b  の時よりQ S O 数、得点も多く終了
できました。

提出したスコアは左記のとおりです。

年をとるにつれて、徹夜での参加が苦しくなってきます。休みなが
らの参加でしたがまずまずの内容で楽しめました。
そしてt e l n e t  c l u s t e r  や便利なL o g g e r のおかげで、コンテストの終
盤で快い思いをさせてもらったことが今回のコンテスト参加で印象
深い出来事でした。
次は、L o g g e r  のＶｏｉｃｅ機能もフルに使えるようにして、コンテストを
長く楽しみたいと思っています。

2 0 1 5 C Q W W s s b
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左、　
時間バンド別のＱＳＯ数の推移、
朝のN A / S A ,  夕方のE U にピークが。
M a x  R a t e s :  
      5 . 0 / m i n ( 1  m i n )   3 0 0 / h r
      3 . 0 / m i n ( 1 0 m i n )  1 8 0 / h r
      2 . 1 / m i n ( 6 0 m i n )  1 2 3 / h r
O f f  t i m e  (  > 6 0 m i n )  =  1 3 h  5 9 m i n

下、
1 0 / 2 6 （月）j s t  朝のカリブ方面向けの
S & P の様子、L O G の一部。

得られたN e w M u l t i  =  2 1
 3  Z o n e   1 8  e n t i t y  
所要時間
( 2 1 : 5 4 - 2 2 : 5 2 )   5 8 分間　

B a n d   P f x   E n t i t y
7      C N   M o r o c c o
             Z o n e  3 3
7      4 O   M o n t e n e g r o
1 4    P J 4   B o n a i r e
1 4     9 Y   T r i n i d a d  T o b a g o
1 4     C U   A z o r e s
2 1     C M   C u b a
              Z o n e   0 8
2 1     Y V   V e n z u e l a
              Z o n e   0 9     
2 1    V P 5  T u r k s  C a i c o s  I s .
2 1     V 6   M i c r o n e s i a
2 1     V 4   S t . K i t t s  N e v i s
2 1     V 2   A n t g u a  B a r b u d a
2 1    P J 2    C u r a c a o
2 1     P 4    A r u b a
2 1    K P 4   P u e r t o  R i c o
2 1     H C   E c u a d o r
2 1     Y N   N i c a r a g u a
2 1     9 Y   T r i n i d a d  T o b a g o
2 1     P J 4   B o n a i r e

上、
前回2 0 1 0 年に参加したときの
成績。 W o r l d  1 1 8 ,  A s i a  1 6 ,  
J A 3  N o . 2
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